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１．はじめに 

 これまで筆者らは，寸法の異なる角形鉄筋コン

クリート柱の三次元有限要素圧縮解析を行い，

最大耐力および拘束効果に及ぼす寸法の影響に

ついて検討してきた．その結果，寸法比かつ横

拘束筋比が大きくなるに従い，最大耐力は小さ

くなるという寸法効果が現れること，また，拘

束効率なる指標で拘束効果を評価した結果，寸

法比が大きくなるほど拘束効率が小さくなることが
1)．本論文では，このような傾向を示す要因を考察す

横拘束筋により巻かれている RC 断面内におけるコ

ト部分への等価拘束圧の分布を調べ，その要因を明

る． 

２．三次元有限要素圧縮解析 
 本解析では，角形鉄筋コンクリート柱において横

巻かれている一部をモデル化した．図－1 に示すよ

ルの１辺の長さが 20cmのものを基本サイズ（寸法

〔体積／載荷面積〕が一定となるようにして，寸法

4と変化させた．また，面積横拘束筋比は 0.0 %か

まで変化させて解析した．材料モデルおよび材料定

ケースについては参考文献 1）を参照されたい． 

 

(

３．解析結果 
 図－2に面積横拘束筋比が 0.5 %の場合と 7.5 %の

結果を示す．縦軸は平均軸方向応力，横軸は平均軸

ずみである．図によれば，横拘束筋比が 0.5 %の場

法比の違いによる平均応力－平均ひずみ関係に大き

ないが，横拘束筋比が 7.5 %の場合には寸法比が大

るに従い最大応力が小さくなる傾向にあり，寸法の

現れていると考えられる．最大応力に差が生じてい

作用している拘束圧の違いによると推察できる． 

４．等価拘束圧の分布 
 等価拘束圧σLとは，一般応力状態を三軸主応力状

算したときの拘束圧である．図－3 にその概要図を

載荷により応力状態が点 A の時，点 A から静水

軸）に向かって 1/ 3の傾きで下ろした直線と静水
とする．横拘束筋により拘束されている断面内にお
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（c）寸法比 3.0 
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 (d)寸法比 4.0 
1 断面寸法の異なる解析モデル 

交点の値を 1/3 した値を等価拘束圧σL

分布を図－4,5に示す．図において，縦
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 図－2 解析結果 
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横の長さは寸法比で除しており同じ大きさ断面で比較できる

ようにした． 
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図－3 等価拘束圧σLの概要図 

 図－4 によれば，いずれの寸法比の場合も横拘束筋により

拘束されたコーナー部分において等価拘束圧が大きく，その

他の部分では内部までほぼ一様な分布となっている．この時

点での横拘束筋の応力状態を考察すると，X=0および Y=0の

鉄筋要素から降伏し始め，平均軸方向ひずみが 1 %時点では

ほぼ全ての横拘束筋が降伏状態になることが分かった．その

ため，この段階でコンクリート内部には一様な拘束圧が作用

したと考えられる． 

 一方，図－5 によれば，寸法比 1.0 の場合はコーナー部の等価拘束圧が大きいが，寸法比 2.0～4.0 ではコ

ーナー部は逆に周りよりも小さくなっていることが分かる．また，コンクリート内部の等価拘束圧も寸法比

が大きくなるに従い小さくなっており横拘束筋の拘束効果が及んでいないことが分かる．この時点の横拘束

筋の応力状態は，コーナー部の鉄筋要素のみ降伏し，その他の横拘束筋では除荷状態にある要素もあった． 
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図－4 等価拘束圧の分布（横拘束筋比 0.5%の場合，平均軸方向ひずみ 1%時） 
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図－5 等価拘束圧の分布（横拘束筋比 7.5%の場合，平均軸方向ひずみ 4%時） 

５．まとめ 

1) 横拘束筋比が小さい場合は，拘束効果が内部まで及んでおり、寸法効果は顕著でない． 

2) 横拘束筋比が大きい場合は，鉄筋が除荷状態となるものがあり，拘束効果が内部まで及ばない． 
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